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1.  平成21年3月期第3四半期の業績（平成20年4月1日～平成20年12月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第3四半期 5,176 ― △307 ― △332 ― △1,001 ―

20年3月期第3四半期 6,202 4.0 372 8.1 355 2.7 200 2.2

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第3四半期 △43.00 ―

20年3月期第3四半期 8.59 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第3四半期 8,717 4,961 56.9 213.13
20年3月期 10,473 6,186 59.1 265.59

（参考） 自己資本   21年3月期第3四半期  4,961百万円 20年3月期  6,146百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― ― ― 4.00 4.00
21年3月期 ― ― ― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ――― 0.00 0.00

3.  平成21年3月期の業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,100 △25.0 △670 △243.8 △700 △270.4 △1,300 △644.2 △55.83

4.  その他 
(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  無  

[(注) 詳細は、２ページ【定性的情報・財務諸表等】 4. その他をご覧ください。]  

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

[(注) 詳細は、２ページ【定性的情報・財務諸表等】 4. その他をご覧ください。]  

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第3四半期  23,380,012株 20年3月期  23,380,012株

② 期末自己株式数 21年3月期第3四半期  99,175株 20年3月期  88,643株

③ 期中平均株式数（四半期累計期間） 21年3月期第3四半期  23,286,515株 20年3月期第3四半期  23,296,910株

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．上記の業績予想につきましては、平成20年11月７日に公表した内容から変更しております。 
２．上記の業績予想は、発表日現在で入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業績は、今後様々な要 
因によって予想数値と異なる可能性があります。 なお、上記業績予想に関する事項は、２ページ「定性的情報・財務諸 
表等」3.業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 
３．当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に関する会計基 
準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期財務諸表等規則」に従い四半期財 
務諸表を作成しております。 
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欧米の信用バブル崩壊による金融危機は、わが国の資本市場の収縮と資金調達環境の悪化をもたら

し、外需の落ち込みと急速な円高の進展により経済の牽引役である輸出企業の収益が極度に悪化したこ

とで景気の先行き懸念は一段と深まり、個人消費の減退、在庫投資・設備投資マインドの萎縮等わが国

経済は連鎖的な不況循環に入ってまいりました。 

当社におきましても、光通信用ヒートシンク・鉱山土木用超硬工具は堅調に推移したものの、液晶テ

レビ用部材の需要は一段と減少し、さらに第3四半期からは自動車部品用部材、半導体用部材等の需要

も急速に減少し、第２四半期累計期間をさらに下回る売上高で推移いたしました。 

この結果、売上高は5,176百万円（前年同四半期累計期間比16.5％減）となりました。  

損益面では、臨時従業員の大幅削減、役員報酬及び従業員給与のカット等労務費圧縮を中心とした固

定費削減策を実施したものの、操業度の極度の低下に伴う費用効率の悪化をカバーできず、加えて原材

料価格の急激な低下によるたな卸資産評価損の発生により、307百万円の営業損失（前年同四半期累計

期間は372百万円の利益）となりました。 

 また、急激な円高の影響による為替差損もあり、経常損失は332百万円（前年同四半期累計期間は355

百万円の利益）となりました。 

 その他、取引先の民事再生申請に伴い債権の全額178百万円を貸倒引当金に繰り入れ、特別損失に計

上した結果、税引前四半期純損失は631百万円（前年同四半期累計期間は355百万円の利益）となりまし

た。  

さらに、当事業年度の業績及び将来の課税所得の見直しを行い、財務体質の健全化の観点から繰延税

金資産の一部365百万円を取崩し、法人税等調整額に計上いたしました。  

この結果、四半期純損失は1,001百万円（前年同四半期累計期間は200百万円の利益）となりました。

事業の部門別状況は、次のとおりであります。  

 タングステン・モリブデン部門は、液晶テレビ用部材のモリブデン及びタングステン棒・磨棒の需要

激減と、モリブデン板加工品の減少により、売上高は3,478百万円（前年同四半期累計期間比22.7％

減）となりました。 

 合金及び電気・電子部品部門は、光通信用タングステン合金の増加により売上高610百万円（前年同

四半期累計期間比7.2％増）となりました。その他部門は、売上高753百万円（前年同四半期累計期間比

11.7％減）となりました。 

超硬合金部門は、地盤改良用工具の増加により売上高333百万円（前年同四半期累計期間比19.0％

増）となりました。 

なお、前年同四半期累計期間比等の数値は参考として記載しております。 

  

当第３四半期会計期間末の総資産は、売上債権、原材料及び貯蔵品、投資有価証券、繰延税金資産の

減少等により前事業年度末に比べ1,241百万円減少して8,717百万円となりました。 

 負債は、買掛金、賞与引当金等が減少したものの短期借入金が増加し、前事業年度末に比べ56百万円

減少して3,755百万円となりました。 

純資産は、当第３四半期会計期間の純損失等により、前事業年度末に比べ1,184百万円減少して4,961

百万円となり、自己資本比率は56.9％となりました。 

  

景気悪化と需要低迷は一段と進行し、当社の経営環境は引き続き厳しいものと予想されます。  

  費用削減はさらに強化しますが、その損益への影響は限定的であり、このため平成20年11月7日に公

表した通期業績予想につきまして１ページに記載のとおり修正させていただきます。 

  

・定性的情報・財務諸表等

1. 経営成績に関する定性的情報

2. 財政状態に関する定性的情報

3. 業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

１.当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期

財務諸表等規則」に従い四半期財務諸表を作成しております。 

２.たな卸資産の評価に関する会計基準の適用 

  「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成18年７月５日 企業会計基準第

９号）を第１四半期会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下に

よる簿価切下げの方法）に変更しております。 

  この結果、従来の方法によった場合に比べて、第３四半期累計期間の売上総利益が163,761千円減

少し、営業損失及び経常損失が163,761千円増加し、税引前四半期純損失が254,070千円増加しており

ます。 

３.リース取引に関する会計基準等の適用 

  「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成５年６月17日 最終改正平成19年３

月30日企業会計基準第13号）及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会

平成６年１月18日 最終改正平成19年３月30日 企業会計基準適用指針第16号）を第１四半期会計期

間から早期に適用し、所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る

方法に準じた会計処理から通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理に変更し、リース資産として

計上しております。 

  また、リース資産の減価償却の方法は、リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとして算定す

る方法によっております。 

  なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引について

は、期首に前事業年度末における未経過リース料残高又は未経過リース料期末残高相当額（利息相当

額を含む）を取得価額として取得したものとしてリース資産を計上する方法によっております。 

  この結果、従来の方法によった場合に比べて、第３四半期会計期間末のリース資産が有形固定資産

に102,821千円、無形固定資産に7,784千円、リース債務が流動負債「その他」に73,252千円、固定負

債「その他」に24,990千円計上されております。 

  なお、当該会計基準適用による損益への影響はありません。 

  当社の機械装置の耐用年数については、第1四半期会計期間より、法人税法の改正を契機に見直し

を行い、過年度取得した資産も含めて法人税法に規定する耐用年数により減価償却費を計上しており

ます。 

 ただし、当社所定の耐用年数によっている機械装置については除外しております。 

 この結果、従来の方法に比べて第３四半期累計期間の売上総利益が37,156千円減少し、営業損失、

経常損失及び税引前四半期純損失が37,249千円増加しております。 

4. その他
(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

(3) 追加情報
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5.【四半期財務諸表】 
(1)【四半期貸借対照表】 

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成20年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 683,344 851,164 

受取手形及び売掛金 1,450,950 1,783,904 

商品及び製品 101,890 180,111 

仕掛品 1,778,512 1,777,255 

原材料及び貯蔵品 959,881 1,403,074 

その他 371,622 177,862 

貸倒引当金 △145 △713 

流動資産合計 5,346,057 6,172,659 

固定資産   

有形固定資産 2,594,206 2,729,725 

無形固定資産 13,207 5,423 

投資その他の資産   

その他 967,953 1,076,024 

貸倒引当金 △203,938 △24,907 

投資その他の資産合計 764,015 1,051,117 

固定資産合計 3,371,429 3,786,265 

資産合計 8,717,487 9,958,925 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 797,736 1,120,815 

短期借入金 1,594,000 1,163,130 

未払法人税等 4,066 90,986 

賞与引当金 48,976 198,433 

役員賞与引当金 － 15,570 

その他 474,203 356,793 

流動負債合計 2,918,983 2,945,727 

固定負債   

長期借入金 258,000 401,000 

退職給付引当金 381,805 349,431 

役員退職慰労引当金 108,500 114,300 

その他 88,366 2,167 

固定負債合計 836,672 866,899 

負債合計 3,755,655 3,812,627 
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（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成20年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成20年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,531,828 2,531,828 

資本剰余金 2,290,473 2,290,473 

利益剰余金 75,425 1,169,955 

自己株式 △19,181 △18,047 

株主資本合計 4,878,545 5,974,210 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 83,285 172,086 

評価・換算差額等合計 83,285 172,086 

純資産合計 4,961,831 6,146,297 

負債純資産合計 8,717,487 9,958,925 
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(2)【四半期損益計算書】 
【第３四半期累計期間】 

（単位：千円）

当第３四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

売上高 5,176,555

売上原価 4,921,696

売上総利益 254,859

販売費及び一般管理費  

従業員給料及び手当 143,084

賞与引当金繰入額 63,809

役員退職慰労引当金繰入額 12,800

退職給付費用 35,217

減価償却費 25,315

その他の販売費及び一般管理費 281,963

販売費及び一般管理費合計 562,189

営業損失（△） △307,330

営業外収益  

受取利息及び配当金 13,704

その他 14,062

営業外収益合計 27,766

営業外費用  

支払利息 22,582

為替差損 11,542

その他 18,537

営業外費用合計 52,661

経常損失（△） △332,225

特別利益  

投資有価証券売却益 1,026

特別利益合計 1,026

特別損失  

貸倒引当金繰入額 178,031

たな卸資産評価損 90,309

投資有価証券評価損 20,731

事業整理損 11,360

特別損失合計 300,431

税引前四半期純損失（△） △631,631

法人税、住民税及び事業税 7,898

法人税等調整額 361,834

法人税等合計 369,733

四半期純損失（△） △1,001,364
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

当第３四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前四半期純損失（△） △631,631

減価償却費 342,546

貸倒引当金の増減額（△は減少） 178,463

賞与引当金の増減額（△は減少） △149,456

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △15,570

退職給付引当金の増減額（△は減少） 32,373

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △5,800

受取利息及び受取配当金 △13,704

支払利息 22,582

有価証券及び投資有価証券売却損益（△は益） △1,026

たな卸資産評価損 90,309

固定資産除却損 6,116

投資有価証券評価損益（△は益） 20,731

売上債権の増減額（△は増加） 332,954

たな卸資産の増減額（△は増加） 520,156

仕入債務の増減額（△は減少） △274,667

破産更生債権等の増減額（△は増加） △178,031

その他 △64,360

小計 211,984

法人税等の支払額 △192,075

営業活動によるキャッシュ・フロー 19,909

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △275,557

投資有価証券の取得による支出 △1,170

投資有価証券の売却による収入 1,360

利息及び配当金の受取額 13,704

その他 △59,124

投資活動によるキャッシュ・フロー △320,787

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入れによる収入 450,000

長期借入金の返済による支出 △162,130

利息の支払額 △22,016

配当金の支払額 △92,515

自己株式の取得による支出 △1,134

リース債務の返済による支出 △41,849

財務活動によるキャッシュ・フロー 130,353

現金及び現金同等物に係る換算差額 2,705

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △167,819

現金及び現金同等物の期首残高 851,164

現金及び現金同等物の四半期末残高 683,344
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当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に関

する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期財務諸表

等規則」に従い四半期財務諸表を作成しております。 

  

当第３四半期会計期間（自 平成20年10月１日 至 平成20年12月31日） 
該当事項はありません。 

  

(千円） 

 
  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

前事業年度末残高 2,531,828 2,290,473 1,169,955 △18,047 5,974,210

当第３四半期会計期間末までの変
動額

 剰余金の配当 △93,165 △93,165

 四半期純損失 △1,001,364 △1,001,364

 自己株式の取得 △1,134 △1,143

当第３四半期会計期間末までの変
動額合計

△1,094,530 △1,134 △1,095,665

当第３四半期会計期間末残高 2,531,828 2,290,473 75,425 △19,181 4,878,545
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当第３四半期累計期間における生産実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。 
  

 
(注) １ 金額は平均販売価格によっております。 

２ 記載金額には消費税等は含まれておりません。 

３ 記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。 

  

当第３四半期累計期間における受注実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。 
  

 
(注) １ 記載金額には消費税等は含まれておりません。 

２ 記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。 

  

当第３四半期累計期間における販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。 
  

   
 （注）１ 輸出販売高及び輸出割合は、次のとおりであります。 

 
  ２ 記載金額には消費税等は含まれておりません。 

  ３ 記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。 

  ４ 主な輸出先及び輸出販売高に対する割合は、次のとおりであります。 

6. その他の情報

(1) 生産実績

事業部門 生産高（千円）

電気・電子部門 4,878,597

超硬合金部門 324,281

合 計 5,202,878

(2) 受注実績

事業部門 受注高（千円） 受注残高（千円）

電気・電子部門 4,546,650 160,777

超硬合金部門 335,210 10,929

合 計 4,881,860 171,706

(3) 販売実績

事業部門 品  種 販売高（千円）

電気・電子部門

 タングステン 1,255,969

 モリブデン 2,223,000

タングステン・モリブデン部門 3,478,970

合金及び電気・電子部品部門 610,410

その他部門 753,450

電気・電子部門計 4,842,831

超硬合金部門 超硬合金部門 333,723

合  計 5,176,555

当第３四半期累計期間

輸出販売高（千円）
輸出割合
（％）

1,028,545 19.9

輸出先 当第３四半期累計期間

％

アジア 96.1

その他 3.9

合  計 100.0
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「参考資料」

（要約）前四半期損益計算書

前第３四半期累計期間

(自 平成19年４月１日
  至 平成19年12月31日）

区分 金額(千円)
百分比
（％）

Ⅰ 売上高 6,202,818 100.0

Ⅱ 売上原価 5,190,596 83.7

   売上総利益 1,012,222 16.3

Ⅲ 販売費及び一般管理費 639,383 10.3

   営業利益 372,838 6.0

Ⅳ 営業外収益 30,580 0.5

Ⅴ 営業外費用 47,459 0.8

   経常利益 355,958 5.7

   税引前四半期純利益 355,958 5.7

   法人税、住民税及び事業税 152,576

   法人税等調整額 3,215 155,792 2.5

   四半期純利益 200,166 3.2
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（要約）前四半期キャッシュ・フロー計算書

前第３四半期累計期間

(自 平成19年４月１日
  至 平成19年12月31日)

区分 金額（千円）

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

 １ 税引前四半期純利益 355,958

 ２ 減価償却費 254,036

 ３ 貸倒引当金の減少額 △ 3,949

 ４ 賞与引当金の増加額 7,354

 ５ 役員賞与引当金の減少額 △ 3,900

 ６ 退職給付引当金の増加額 16,816

 ７ 役員退職慰労引当金の増加額 7,100

 ８ 受取利息及び受取配当金 △ 12,088

 ９ 固定資産売却益 △ 4,380

 10 支払利息 20,169

 11 売上債権の増加額 △ 17,036

 12 たな卸資産の増加額 △ 263,886

 13 仕入債務の減少額 △ 47,833

 14 その他 △ 24,555

    小計 283,806

 15 法人税等の支払額 △ 205,417

   営業活動によるキャッシュ・フロー 78,389

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

 １ 有形固定資産の取得による支出 △ 263,981

 ２ 投資有価証券の取得による支出 △ 1,050

 ３ 利息及び配当金の受取額 12,088

 ４ その他 △ 1,218

   投資活動によるキャッシュ・フロー △ 254,162

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

 １ 短期借入金の増加 200,000

 ２ 長期借入による収入 250,000

 ３ 長期借入金の返済による支出 △ 188,354

 ４ 利息の支払額 △ 20,571

 ５ 配当金の支払額 △ 92,525

 ６ その他 △ 2,789

   財務活動によるキャッシュ・フロー 145,760

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 △ 592

Ⅴ 現金及び現金同等物の減少額 △ 30,604

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 951,004

Ⅶ 現金及び現金同等物の四半期末残高 920,399
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